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貿
易
再
開
と
三
論
相
場
の
理
論
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三

醐
　
再
開
貿
易
の
方
法

　
待
望
の
貿
易
再
開
が
い
よ
い
よ
懸
る
八
月
十
五
日
か
ら
實
施
さ
れ
る
旨
が
総
司
令
部
渉
外
局
か
ら
去
る
六
，
月
＋
日
露
表
さ
れ
た
。

　
　
　
へ

そ
れ
に
よ
れ
ば
貿
易
晶
の
贋
格
の
個
々
の
決
定
は
総
司
令
部
の
商
晶
携
當
官
が
行
ふ
が
勲
各
國
の
個
々
の
貿
易
業
者
が
日
本
の
製
造

業
者
及
び
総
司
令
部
の
贋
格
決
定
機
關
と
償
格
に
σ
い
受
話
し
會
ふ
事
は
差
支
へ
な
い
。
叉
債
格
決
定
は
出
出
る
丈
早
く
藍
本
側
に

移
す
筈
で
あ
る
と
云
ふ
。
豫
備
的
商
談
の
爲
の
見
本
交
換
を
含
め
た
取
引
通
信
の
計
欝
も
進
め
ち
れ
て
居
る
。
取
引
は
総
て
臼
本
政

府
の
許
可
を
受
け
・
臼
本
貿
易
雛
を
通
じ
て
行
ひ
、
占
領
軍
當
局
の
承
認
を
具
す
る
心
取
引
履
行
の
全
責
任
は
遜
本
政
府
が
費
ふ
。

轄
令
部
は
蕃
黙
關
を
通
じ
て
提
出
さ
穿
紛
繋
件
及
び
鯉
を
受
導
け
呆
政
饗
し
て
適
切
翁
警
復
し
め
る

輩
出
図
る
丈
の
手
段
を
と
る
6
之
等
ぼ
民
聞
貿
易
で
あ
る
が
、
政
府
聞
の
取
引
も
之
と
平
行
的
に
績
け
ら
れ
る
ゆ
米
國
商
事
會
肚
は

之
等
の
黒
砂
闇
取
引
の
米
畿
内
に
於
け
る
販
費
を
引
受
け
る
総
司
令
部
代
理
機
關
で
あ
妙
民
団
貿
易
に
は
辮
は
あ
な
い
。
生
糸
、
綿

綴
物
及
び
本
年
度
産
の
茶
は
先
約
が
あ
る
關
係
御
民
闇
貿
易
に
は
入
れ
な
い
か
ら
將
來
に
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
再
開
貿
易
の
爲
の
各

界
民
聞
代
表
四
百
名
が
近
く
來
朝
し
て
我
が
生
産
者
、
貿
易
商
等
に
接
躾
す
る
が
、
九
胤
一
日
迄
は
ぬ
切
の
商
談
を
成
立
せ
し
め
な
瑠



い
。
攻
に
便
格
は
弗
建
と
す
る
が
支
佛
は
受
け
取
り
得
る
通
貨
な
ら
何
で
も
差
支
へ
な
い
。
外
篇
爲
替
レ
ー
ト
は
當
初
は
定
め
な
い
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が
歯
間
が
許
す
様
に
な
れ
ば
直
ぐ
レ
ー
ト
を
設
定
す
る
。
圓
に
よ
る
生
潔
斎
と
受
け
取
る
外
貨
に
よ
る
販
無
学
格
と
の
…
善
事
を
明
か

な
ら
し
め
る
に
足
る
丈
の
充
分
な
取
引
が
行
は
れ
た
後
は
個
々
の
取
引
に
訂
し
直
接
相
場
を
定
め
る
事
が
可
能
と
な
る
。
豊
肥
の
聞
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買
付
業
者
は
其
の
希
望
す
る
臼
本
知
晶
を
選
探
す
れ
ば
，
鱒
本
貿
易
廃
が
製
造
業
者
に
戯
し
欝
本
の
諸
種
の
事
情
を
考
慮
し
て
適
正

贋
格
を
圓
償
で
支
藩
ふ
一
方
、
外
國
の
買
付
業
者
は
商
晶
代
債
を
適
粧
な
世
界
市
以
相
場
に
基
づ
い
て
融
業
叉
は
他
の
許
さ
れ
だ
外

貨
で
総
司
令
部
輪
出
基
金
に
梯
込
む
事
に
な
っ
て
居
る
◎
繍
司
令
部
で
は
此
の
基
金
を
日
本
秘
経
業
奢
に
必
要
な
原
料
資
材
の
購
入

轟
に
嘗
て
る
。
総
司
令
部
の
意
向
と
し
て
は
新
ら
し
い
貿
易
手
績
を
國
際
貿
易
憲
章
の
諸
條
項
と
合
致
さ
せ
H
本
が
國
際
聯
合
の
　
員

と
な
る
際
の
便
に
供
す
る
と
云
ふ
。
な
ほ
総
司
令
部
で
は
商
品
供
給
事
情
に
画
す
る
情
報
と
し
て
民
間
貿
易
晶
の
サ
ス
｝
と
政
府
間

貿
易
晶
の
》
ス
予
と
を
供
給
す
る
筈
で
あ
っ
て
米
國
商
務
省
國
際
貿
易
局
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
即
ち
A
表
に
は
二
十
三
種
二
百
五
十

二
目
以
上
の
商
品
が
載
せ
ら
れ
、
主
な
る
も
の
は
竹
製
品
」
陶
器
，
ガ
ラ
ス
製
品
、
化
主
製
品
，
建
築
用
品
，
電
機
器
具
、
豪
所
用
，
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品
、
藥
品
等
で
．
一
年
申
を
通
じ
又
は
特
定
の
期
間
に
ま
と
ま
っ
た
激
量
を
楡
娼
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
難
表
は
生
産
に
限
り
の
あ
．

る
工
業
製
品
で
十
種
類
に
分
れ
主
な
る
も
の
は
貨
車
愚
難
岩
機
、
漁
船
、
獲
電
機
、
ガ
ソ
リ
ン
機
關
，
織
…
十
四
紡
錘
、
電
信
嘗
話
機

具
等
で
政
府
聞
取
引
の
封
象
で
あ
る
，
我
國
貿
易
廃
は
來
朝
す
る
癖
直
，
の
貿
易
商
肚
代
表
團
の
爲
に
臨
時
施
設
部
を
設
け
て
惰
報
提

供
や
業
者
の
周
旋
紹
介
の
勢
を
取
る
。
‘
こ
蕊
で
貿
易
業
者
生
癒
者
等
の
リ
ス
ト
を
備
へ
全
國
的
に
サ
ン
プ
ル
を
集
め
、
例
へ
ば
輪
島

の
漆
器
は
ど
の
位
の
生
産
能
力
を
持
っ
て
ど
の
程
度
の
生
礫
者
が
居
り
こ
の
取
扱
機
關
は
広
庭
何
庭
で
あ
る
と
云
ふ
様
に
詳
細
の
資

料
を
提
供
す
る
◎
代
表
團
は
生
産
者
文
は
貿
易
業
者
何
れ
と
接
燭
し
て
も
い
玉
が
之
等
の
闇
に
商
談
が
成
立
す
れ
ば
貿
易
臆
を
通
じ

て
総
司
令
部
へ
輸
出
申
請
を
行
ひ
，
総
司
令
部
か
ら
海
外
債
格
の
決
定
と
同
時
に
正
式
に
倉
出
が
許
可
さ
れ
る
。
こ
の
際
貿
易
臆
は

そ
、
の
商
品
の
生
産
歌
況
や
需
給
歌
態
に
よ
っ
て
輸
出
の
調
整
を
は
か
っ
て
行
く
。
貿
易
臆
は
國
内
業
者
か
ら
共
の
商
品
を
公
定
債
格
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六

で
買
ぴ
上
げ
，
総
司
令
部
の
決
定
し
た
償
格
で
之
を
漏
出
す
る
。
，
富
商
工
業
都
市
で
は
各
々
其
市
當
局
、
商
工
討
議
所
、
業
者
團
三

等
が
申
心
乏
な
り
も
温
点
や
倉
庫
の
設
備
改
善
、
業
者
の
夢
ス
ト
の
作
成
，
貿
易
館
の
開
設
等
に
努
力
し
て
居
る
。
　
　
　
　
、

　
入
或
は
此
度
の
貿
易
再
開
を
目
し
て
自
由
貿
易
の
再
來
で
あ
る
と
見
る
。
ご
蕊
に
所
謂
自
由
主
義
者
の
根
本
的
誤
ゆ
の
あ
る
事
を

知
ち
ね
ば
な
ら
な
い
Q
、
保
護
貿
易
紅
濁
す
る
意
味
に
於
け
る
自
由
貿
易
と
今
鱒
の
再
開
貿
易
と
異
る
所
以
は
，
今
迄
の
戦
時
中
及
び

職
後
の
貿
易
形
態
が
所
謂
保
護
貿
易
で
は
な
く
て
杢
く
異
っ
た
も
の
で
あ
っ
允
事
を
顧
れ
ば
明
か
で
あ
る
。
今
墨
譜
内
の
幼
稚
産
業

の
育
域
の
爲
に
保
護
關
税
を
設
定
す
べ
き
か
，
然
ら
す
し
て
自
由
貿
易
に
委
し
て
最
通
康
業
の
最
適
地
に
於
け
る
獲
達
を
國
写
経
濟

及
び
論
語
経
濟
の
理
想
と
す
べ
き
か
と
云
ふ
事
は
戦
後
の
物
資
絶
謝
量
の
不
足
と
経
濟
の
不
均
衡
と
に
基
く
循
環
的
生
産
縮
少
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
幡
ん
で
居
る
我
國
に
取
っ
て
は
當
爾
の
問
題
外
に
賛
す
る
。
又
こ
の
経
説
危
機
に
當
面
し
て
國
説
経
濟
に
於
け
る
統
制
の
募
強
化

と
食
糧
及
び
原
料
絶
讃
量
の
輸
入
依
存
と
に
顧
み
る
蒔
，
唯
一
の
輪
血
路
と
し
て
の
貿
易
が
爾
内
幕
濟
以
上
に
最
も
嚴
重
な
る
計
叢
・

及
び
統
制
下
に
置
か
る
べ
き
で
あ
る
事
，
及
職
争
の
性
質
よ
参
見
て
武
装
解
除
保
詮
の
必
要
上
等
易
が
軍
事
的
意
味
合
よ
り
見
て
も

統
制
下
に
置
か
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
財
閥
解
膿
の
方
面
よ
り
推
し
、
て
蒋
開
貿
易
の
實
務
欝
欝
者
は
先
づ
申
小
《
業
を
封
照
に

亀

考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
随
っ
て
此
の
場
合
の
小
規
模
維
螢
の
観
立
無
統
制
よ
の
起
る
不
利
之
弊
害
乏
に
顧
み
て
も
適
正
な
る
統

制
の
必
要
な
る
事
拡
云
ふ
迄
も
な
い
。
貿
易
廃
の
一
元
的
な
る
統
轄
の
下
に
碧
干
の
貿
易
公
團
が
設
け
ち
れ
て
統
制
に
論
る
。
貿
易

廃
は
昭
和
二
十
年
十
二
月
七
日
閣
議
で
決
定
し
十
日
に
官
制
公
布
さ
れ
十
五
溝
に
湿
式
に
，
獲
足
し
た
。
貿
易
鷹
は
漏
出
物
資
を
買
集

め
て
総
司
令
部
に
渡
し
，
輸
入
物
資
は
総
司
令
部
か
ら
受
取
る
。
貿
易
磨
は
瞼
幽
入
の
責
任
宮
廃
で
あ
り
一
切
の
業
務
を
途
行
ず
る

が
貿
易
廉
…
を
助
け
る
機
關
と
し
て
品
目
別
の
代
行
機
關
が
生
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
二
月
末
臼
現
在
輸
出
で
は
鷺
本
生
糸
輸
掛
組
合

等
三
十
五
團
騰
、
輸
入
で
ぽ
写
本
綿
花
輸
入
協
等
等
四
十
五
團
艦
合
せ
て
八
十
で
あ
る
。
な
ほ
こ
れ
と
並
ん
で
鑛
工
贔
貿
易
公
團
，

繊
維
貿
易
公
鮒
食
糧
貿
易
公
害
原
材
料
貿
易
公
認
の
四
公
圃
が
設
け
ら
れ
る
。
か
名
統
制
方
式
に
鷹
じ
取
引
實
務
に
総
て
も
種
丸
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の
新
ら
し
い
開
題
が
起
る
。
例
ぺ
ば
貿
易
金
融
の
方
面
で
も
貿
易
や
旋
業
へ
の
融
資
順
位
の
引
上
が
行
は
れ
、
叉
貿
易
手
形
の
制
度

に
も
攣
更
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
ひ
貿
易
手
形
制
度
は
鷺
骨
銀
行
貿
易
金
融
措
置
要
領
に
基
い
て
二
十
『
年
九
月
嚇
属
か
ら
實
施
し

’
て
居
参
輸
出
（
生
産
，
集
荷
）
前
貸
資
金
，
輸
出
物
資
買
上
資
金
の
融
通
及
び
輸
韻
入
取
扱
機
關
に
勤
す
る
諸
掛
の
支
払
資
金
を
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

要
と
ず
る
場
合
．
輸
出
入
取
扱
機
關
は
貿
易
手
形
を
振
出
し
、
業
者
は
之
を
主
音
で
割
引
し
て
前
借
金
と
し
て
利
用
し
て
來
た
。

所
が
影
響
嵐
入
取
扱
機
關
を
一
元
化
し
て
獲
足
し
た
貿
易
公
團
が
と
の
貿
易
手
形
制
度
を
利
用
し
得
る
や
に
絶
て
疑
義
が
生
じ
て
居

る
。
先
づ
公
的
性
絡
を
持
つ
貿
易
公
課
が
約
京
手
形
振
出
し
と
云
ふ
債
務
保
誰
行
爲
が
出
來
る
か
と
云
ふ
黙
、
次
に
公
團
は
運
螢
資

金
を
政
府
の
貿
易
資
金
（
十
億
園
，
借
入
限
度
五
十
億
國
）
か
ち
借
入
が
出
謬
る
が
，
貿
易
資
金
は
輸
出
入
物
資
の
集
荷
配
給
に
關

し
て
貸
付
を
禁
止
し
て
居
る
か
ら
，
こ
の
資
金
の
使
途
は
輸
入
鼎
の
國
内
費
却
代
金
の
受
入
が
時
期
的
に
遅
れ
る
様
な
場
合
の
貿
易

物
資
の
支
彿
代
金
に
の
み
充
訂
し
得
る
性
質
の
も
の
で
從
っ
て
公
團
が
貿
易
手
形
振
出
し
に
よ
る
前
貸
利
用
や
債
務
驚
喜
行
爲
に
立

入
る
事
が
出
來
る
か
ど
う
か
と
云
ふ
鮎
等
の
疑
義
で
あ
る
。
　
　
．
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島
　
爲
替
相
揚
の
定
ま
う
方
レ
ブ
レ
｝
ン
ウ
ッ
ヅ
協
定
の
眞
意
義
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さ
て
最
も
問
題
と
な
る
の
は
爲
替
相
場
は
幾
何
と
な
る
べ
き
か
，
及
び
如
何
な
る
商
晶
を
喩
出
す
べ
き
か
の
二
勲
で
あ
る
。
嘘
が

こ
の
二
聞
題
は
繰
質
上
同
時
に
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
關
係
に
あ
る
事
を
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
汐
先
．
づ
爲
替
相
場
に
付
て
ほ
ブ
レ
ト
ン

ウ
ッ
ヅ
協
定
を
見
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
鐸
こ
れ
は
國
際
縁
合
の
機
構
で
あ
っ
て
爲
替
の
方
面
を
措
賦
す
る
國
際
通
貨
棊
金
（
ぎ
需
讐
霧
貯
峯
巴

冨
◎
霧
㌶
蔓
㌘
鼠
）
と
題
言
長
期
金
融
方
面
を
澹
當
す
る
擬
態
復
興
開
獲
銀
行
（
回
簿
霞
糞
養
鶏
魏
ご
鍵
獅
繍
9
穿
8
駐
酸
議
島
津
§
蜘

O
奪
簸
8
簿
の
簿
）
と
の
二
つ
を
内
容
と
す
る
◎
　
　
九
四
四
年
七
月
圃
疑
米
墨
の
招
講
に
鷹
じ
て
米
・
英
・
蘇
・
申
・
佛
等
四
十
四
ケ

國
代
表
は
米
國
壌
⇔
償
三
碧
弓
。
・
瞬
誉
の
洲
導
彰
誘
簿
§
芝
8
蔚
に
會
合
レ
、
國
際
聯
合
貨
幣
金
融
會
議
（
嬢
簿
a
窯
纂
凶
◎
灘
ζ
魯
簿
鈴
曙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
盗
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
・
　
　
　
　
㎞
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
囁
　
　
　
　
、
　
　
　
　
一
八

　
錦
鯉
感
吟
慧
。
護
6
暮
冷
讐
雛
霧
）
を
開
き
》
二
十
輔
嚇
怒
の
上
告
総
総
に
よ
っ
て
前
記
の
爾
舗
度
忙
食
す
る
協
定
條
文
が
作
成
ぜ
ち
れ

聴
海
㊨
「
基
金
」
は
米
國
の
麟
算
譲
㌶
吋
・
を
議
長
と
す
る
第
一
委
員
長
，
「
銀
行
し
は
英
園
の
↑
ζ
浴
岩
駐
（
轡
鍵
篇
）
．
を
議
長

　
と
す
る
第
二
委
員
會
に
よ
っ
て
立
案
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
カ
，
…
最
絡
議
定
書
に
そ
れ
ぞ
れ
》
診
舞
》
及
び
鷺
肇
と
し
て
示
さ
れ
℃
～

　
居
る
。
前
年
ホ
ゲ
イ
ト
案
及
び
ケ
イ
ン
ズ
案
と
し
て
磯
表
さ
れ
た
箆
鷺
め
折
衷
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
今
こ
の
中
前
者
に
付
ザ

て
槻
察
し
や
う
。

　
　
中
書
通
貨
基
金
の
特
徴
は
其
、
の
條
丈
第
一
條
の
六
項
目
に
亘
っ
て
示
さ
れ
て
居
る
様
に
、
諸
國
闇
の
競
争
的
爲
墨
引
下
や
爲
替
制

限
を
防
寵
し
、
諸
國
を
し
て
「
基
金
」
・
の
資
金
を
利
極
せ
し
め
同
時
に
墨
型
的
取
引
の
多
望
営
門
濟
に
よ
の
國
際
的
不
均
衡
を
縮
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

四
し
，
以
て
各
國
の
雇
傭
及
び
所
得
水
準
の
高
揚
と
費
聯
繋
嚢
に
費
す
る
爲
の
恒
久
的
國
際
金
融
協
調
施
設
趨
る
事
に
あ
る
。

　
「
基
金
」
の
制
度
の
内
容
は
…
種
の
爲
替
挙
衡
資
金
プ
ー
ル
制
と
も
云
ふ
ぺ
を
も
ρ
で
、
蓼
二
世
國
は
ω
畠
鼠
廷
⇔
誤
に
米
弗
で

示
さ
れ
旋
割
當
額
の
二
十
五
％
か
、
叉
は
其
の
國
の
金
及
び
米
弗
の
◎
挨
。
芝
ぎ
察
灘
鴨
の
十
％
か
を
最
低
限
度
と
し
て
金
を
以
て
「
基

金
」
た
佛
込
み
、
残
額
を
幕
閣
通
貨
を
以
て
沸
込
む
。
共
総
計
は
デ
ン
マ
ー
ク
を
除
き
八
十
八
億
米
弗
と
な
る
儀
参
加
各
醗
は
基
金

　
の
最
高
機
關
た
る
じ
弓
。
錠
鈎
鼠
α
◎
＜
⇔
彗
。
誘
を
形
造
る
の
。
＜
ぐ
套
灘
詮
触
を
出
す
が
、
事
業
執
行
の
中
心
機
事
た
る
閑
蓉
2
鰻
塚
O
騨
零
8
瞳

　
の
決
定
に
は
前
記
の
受
込
劉
當
の
最
大
で
あ
る
米
奪
胸
黒
ゆ
蘇
・
中
・
佛
の
五
大
國
は
選
士
に
よ
む
す
し
て
各
一
名
の
U
幕
9
9
を

出
す
樺
利
が
與
へ
ら
れ
、
叉
各
國
の
票
決
模
藪
も
同
数
の
票
決
椹
の
他
に
割
當
額
に
比
例
し
た
追
加
票
決
樺
が
輿
へ
ら
れ
，
後
者
の

方
が
共
の
影
響
が
大
で
あ
る
。
な
ほ
O
先
斗
8
騰
、
任
命
に
付
て
も
票
決
樺
数
に
曾
て
も
、
更
に
純
牧
入
分
配
に
付
て
も
、
各
県
の
佛

・
込
金
が
他
難
事
買
は
れ
て
減
少
す
る
程
屡
贋
て
優
誉
れ
る
書
証
て
居
る
・
暴
奮
の
量
る
画
所
は
響
額
聴

大
の
國
即
ち
米
國
に
お
が
れ
、
「
基
金
し
に
籍
す
る
各
国
通
貨
は
各
国
の
中
央
銀
行
に
於
て
保
管
ぜ
ら
れ
、
金
は
五
大
國
の
指
定
で

る
塵
に
於
て
保
管
せ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．



　
さ
て
基
金
の
主
た
る
業
務
は
各
國
の
中
央
銀
行
其
他
公
的
金
融
主
取
の
要
求
に
慮
じ
て
、
貿
易
共
他
短
期
の
経
常
的
性
質
あ
．
る
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

貨
需
要
を
揖
的
と
し
先
物
取
引
又
は
資
本
移
動
を
臼
的
と
し
な
い
場
合
に
、
金
叉
は
其
國
の
通
貨
を
代
金
と
し
て
「
基
金
」
の
保
有
す

る
他
國
通
貨
を
費
っ
て
や
る
事
に
あ
る
。
即
ち
多
邊
的
爲
替
取
引
の
申
軸
驚
風
た
る
事
に
あ
る
。
併
し
て
國
際
聞
牧
支
不
均
衡
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢

る
程
度
に
及
ぶ
時
、
例
へ
ば
或
國
が
粗
葉
程
度
の
楡
入
超
過
叉
ば
鍮
出
超
過
に
偏
し
た
場
合
等
に
は
「
基
金
」
に
保
有
さ
れ
て
居
る

各
國
通
貨
の
中
出
超
國
の
遮
貨
は
稀
少
と
な
り
入
超
國
の
通
貨
は
過
多
と
な
る
。
こ
れ
が
甚
だ
し
く
な
れ
ば
そ
の
同
復
が
容
易
で
な

く
，
「
基
金
」
は
（
或
は
基
金
を
通
じ
て
出
超
國
は
）
入
超
國
に
漏
し
久
し
き
に
わ
た
り
不
痛
風
な
る
ク
レ
ヂ
ッ
ト
を
興
え
る
結
果
と

な
る
か
ら
，
こ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
爲
に
次
の
虚
器
が
と
ち
れ
る
。
即
ち
或
國
の
通
貨
を
代
金
と
し
て
他
事
通
賃
が
共
の
國
へ
費
ら
廓

る
時
、
「
基
金
」
の
共
の
國
通
貨
保
有
額
が
其
の
國
の
郷
込
割
織
額
の
二
倍
ζ
越
え
て
は
な
ら
な
い
し
，
二
倍
に
至
ら
す
と
も
一
ケ

年
開
の
累
加
が
割
當
額
の
四
分
の
一
を
越
え
て
は
な
ら
ぬ
。
叉
他
國
通
貨
を
買
ふ
國
は
金
を
以
て
四
分
の
三
％
の
・
り
霧
鼠
8
多
錠
鴨

を
擁
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
，
・
こ
の
チ
ャ
ー
ヂ
が
「
基
金
砿
の
決
定
に
よ
っ
て
槽
減
さ
れ
る
し
，
「
基
金
し
保
有
の
其
國
遁
貨
が
共
國
の
挑

込
割
當
額
を
越
え
る
時
は
、
其
超
過
額
の
程
度
及
び
調
整
の
長
さ
に
慮
じ
て
累
進
す
る
冨
乏
9
鍵
鴨
を
金
を
以
て
佛
は
ね
ば
な
ら

・
ぬ
。
更
に
又
基
金
の
會
計
年
度
末
に
輩
念
隼
度
に
お
け
る
「
基
金
」
保
虜
の
北
ハ
の
電
通
賞
の
櫓
加
額
の
牛
額
を
共
の
國
の
貨
幣
準
礁
鵬

　
　
　
　
　
　
　
鰯
．

を
代
金
と
し
て
其
國
が
賀
戻
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
典
國
涌
貨
を
保
有
す
る
他
國
が
こ
の
國
に
向
っ
て
典
の
買
戻
し
を
要
求
し
て
來
た

時
は
，
金
叉
は
共
他
の
國
の
通
貨
を
代
金
と
し
て
買
戻
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
◎
こ
れ
等
は
要
す
る
に
其
の
入
超
國
の
爲
聯
相
場
の
悪
化
叉

　
は
金
の
流
出
が
入
趨
の
縫
績
を
喰
止
め
様
と
す
る
、
の
と
同
一
効
果
を
持
つ
も
ゆ
で
あ
る
ゆ
な
ほ
出
趨
國
の
瓶
貨
稀
少
甚
だ
し
と
認
め

　
た
際
に
は
「
基
金
」
は
共
費
渡
し
を
買
入
國
．
の
必
要
度
等
に
慮
じ
て
割
當
を
す
る
。
之
等
に
よ
り
「
基
金
し
に
よ
っ
て
外
貨
取
引
が

行
は
れ
難
業
邊
性
に
よ
の
決
濟
が
容
易
と
な
り
，
更
に
　
定
隈
度
の
申
に
湿
て
黒
鼠
相
場
の
礎
更
を
昆
す
し
て
支
佛
超
過
の
ま
蕊

他
國
通
貨
入
手
驚
績
の
可
能
性
が
輿
え
ら
れ
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
九

ノ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

　
次
に
参
加
霞
は
戦
後
の
遜
度
期
と
か
「
基
金
」
の
保
窮
稀
少
通
貨
の
要
求
に
蝕
す
る
割
鴬
を
行
ふ
場
合
等
を
購
い
℃
は
爲
響
溜
限

を
す
る
事
嘆
霧
的
通
貨
癒
置
を
な
す
事
を
禁
ぜ
ら
れ
る
。
叉
各
國
聞
の
爲
騨
紘
奉
は
各
國
通
貨
の
金
轡
は
煽
九
四
四
年
七
月
　
欝

現
在
の
米
弗
に
封
ず
る
學
贋
に
よ
っ
て
結
び
醤
け
ら
れ
る
。
滲
抽
國
相
互
庸
の
取
引
及
び
「
基
金
し
と
の
取
引
は
通
貨
賓
買
も
金
費

買
愚
此
繕
償
鷺
洲
癬
旨
し
一
定
マ
ー
ヂ
ン
の
範
園
内
の
相
場
で
行
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
◎
且
共
不
遇
の
攣
更
は
「
基
礎
的
不
均
衡
」
の

是
正
の
爲
と
し
て
承
認
さ
れ
た
場
合
以
外
は
許
さ
れ
な
い
。
其
憂
心
も
「
基
金
」
創
始
の
際
決
定
せ
ら
れ
た
る
早
債
の
　
劉
以
内
の

聞
は
伎
封
を
受
け
な
い
が
こ
れ
以
上
に
及
ぶ
時
は
「
基
金
し
は
叫
定
期
限
を
付
し
て
騰
馬
に
賛
否
を
決
す
る
。
　
昧

　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
か
蕊
る
機
構
を
以
て
出
軍
し
た
基
金
な
一
九
四
六
年
三
月
囲
米
ヂ
二
葉
ヂ
ァ
洲
サ
ヴ
ァ
ナ
に
創
立
會
議
を
開
講
，
F
ソ
蓮
其
他
数
國

を
除
き
彿
込
割
宛
額
の
六
五
％
以
上
の
諸
車
の
批
准
を
得
て
成
立
し
「
基
金
」
の
叢
繋
る
事
務
所
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
置
い
た
。
同
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

九
月
に
は
ワ
シ
ン
争
ン
に
第
叫
同
年
次
大
挙
を
開
き
、
定
款
業
務
規
程
等
を
定
め
た
。
各
國
の
峯
債
も
大
部
分
決
定
せ
ら
れ
十
二
月

獲
表
さ
れ
．
こ
れ
に
よ
る
英
・
米
争
奪
は
噸
ポ
ン
ド
四
弗
二
仙
で
あ
る
。
本
年
五
月
「
基
金
」
は
初
め
て
の
外
食
一
鞭
と
し
て
佛
國

に
米
弗
二
千
五
百
萬
弗
，
オ
ラ
シ
ダ
に
弗
ポ
ン
ド
孚
額
づ
卸
で
合
計
千
二
百
萬
弗
を
費
つ
た
の
で
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＼

、
　
　
　
羅
，
李
償
の
本
質
　
　

　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
，
　
．
　
・
　
　
、
＼

　
以
上
の
如
き
「
墓
涌
し
の
綴
織
は
世
聞
で
云
は
れ
る
様
な
金
本
位
で
は
決
し
て
無
い
．
。
修
羅
の
峯
債
其
の
他
が
金
と
の
比
峯
に
於
・

て
定
め
ら
れ
て
は
居
る
が
金
本
位
の
本
質
た
る
金
田
は
金
爲
替
と
の
双
方
的
一
定
跳
峯
自
由
交
換
に
よ
る
曝
露
輩
位
内
容
の
自
動
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぽ

安
定
な
る
作
用
は
な
い
の
で
あ
る
。
條
文
才
五
條
第
八
節
で
定
め
る
爾
種
の
チ
ャ
ー
ヂ
の
如
き
は
決
し
て
金
本
位
に
お
け
る
現
途
黙

の
架
・
蕩
美
毒
性
筆
墨
な
麦
基
金
保
有
の
薗
濤
額
の
最
高
制
限
難
論
當
額
と
の
芝
よ
つ
て
定
書
事
も
金
流

出
た
よ
る
自
動
的
物
的
爲
替
調
蔀
と
は
異
な
る
。
更
に
畢
債
の
・
一
割
以
内
の
自
由
攣
更
を
認
め
る
事
も
細
細
即
位
を
金
に
束
縛
す
る

尋



・
も
の
と
趣
旨
を
異
に
し
．
更
に
第
羅
條
第
七
節
に
定
め
る
全
参
癩
國
の
同
時
的
比
例
的
峯
償
攣
更
の
如
き
は
全
く
爲
替
相
場
の
翻
際

・
相
封
的
性
質
の
表
は
れ
で
あ
っ
て
金
に
封
ず
る
絶
勤
的
領
値
關
係
の
放
棄
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
筆
奢
が
此
の
「
暴
金
」
創
立
回
議

の
當
時
．
基
金
の
性
質
を
爲
替
平
衡
費
金
プ
罫
ル
制
と
解
す
べ
き
事
を
指
摘
し
，
戦
前
の
如
ぎ
國
際
金
本
位
は
今
後
復
活
す
る
望
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
レ

も
必
要
も
な
い
所
以
を
強
調
し
た
趣
旨
も
亦
こ
蕊
に
あ
る
．
。
故
に
金
本
位
理
論
に
基
く
爲
替
イ
ン
フ
レ
の
恐
怖
を
茎
葉
の
我
國
に
結

び
付
け
糠
と
す
る
心
肺
は
全
く
無
量
係
の
讃
同
志
を
結
び
付
け
ん
と
す
る
迂
愚
の
一
つ
畳
え
に
過
ぎ
ぬ
。
嘗
て
唱
へ
ら
れ
た
爲
替
相
・

場
を
早
く
決
定
せ
し
め
檬
と
云
ふ
如
き
議
論
が
爲
替
の
本
質
に
全
く
無
智
な
る
誤
説
で
あ
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
職
時
㊨
無
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
お
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替
時
代
の
後
を
受
け
て
初
め
て
新
な
る
爲
替
相
場
が
決
せ
ら
れ
様
と
す
る
時
，
職
勝
國
側
か
ら
勝
手
に
法
外
な
相
場
を
押
し
付
け
ら

れ
は
し
な
い
か
等
と
危
惧
す
る
事
が
全
く
免
戯
に
等
し
い
考
へ
で
あ
る
事
を
先
づ
知
る
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ば
今
よ
り
定
め
ら
れ
様

と
す
る
我
國
爲
替
相
場
の
事
々
は
如
何
。
之
に
倣
戦
へ
熱
る
も
の
は
相
勤
債
格
不
蟹
理
論
の
み
で
あ
る
。

　
（
註
）
掘
稿
続
翻
字
濟
の
解
溝
と
模
索
過
程
の
縞
織
些
三
〇
頁
盆
會
終
篇
研
究
創
鷺
號
．
紹
灘
二
宏
年
六
月
ン

　
こ
蕊
に
楕
樹
債
格
畢
償
理
論
の
内
容
を
再
び
詳
嘉
す
る
事
は
紙
幅
の
許
さ
ぬ
虞
で
あ
る
か
ら
，
共
の
瞥
格
の
み
を
素
描
す
る
の
み

に
止
め
共
の
詳
総
は
蕾
稿
に
ゆ
づ
零
度
い
。
爲
赫
相
場
輝
論
の
難
聴
は
國
際
貸
借
読
や
金
峯
債
理
論
の
幼
稚
形
態
か
ら
購
買
力
第
債

読
の
～
般
理
論
形
態
へ
進
ん
だ
婁
は
既
に
古
く
か
ら
常
識
と
な
っ
て
居
る
虞
で
あ
る
が
，
併
し
如
飼
な
る
意
昧
に
於
て
購
買
力
牟
債

読
が
路
盤
で
あ
蓋
穣
藻
特
殊
諜
で
あ
る
か
経
管
學
誕
す
ら
案
急
蟹
れ
て
居
な
譲
で
あ
る
。
窪
昭
攣

七
年
に
畿
表
し
た
拙
稿
に
，
購
買
力
亭
債
読
が
墨
均
理
論
で
あ
ゆ
，
蝶
理
的
に
そ
れ
紅
前
行
す
べ
き
基
礎
磯
論
た
る
相
封
債
椿
峯

藩
論
の
あ
る
事
を
論
叢
て
む
た
の
で
あ
る
樋
共
の
後
讐
力
撫
論
の
理
論
の
堀
下
げ
は
近
時
勢
の
面
か
ら
復
れ
・

鍵
ば
曝
年
貧
肇
ン
の
著
書
緩
が
れ
た
生
産
羅
業
議
論
の
袈
は
港
；
落
誕
ご
の
欝
の
原
勢
と

な
る
み
は
原
素
的
繁
の
疲
籍
關
の
構
造
で
あ
り
，
即
漁
甥
優
肇
償
論
に
麟
獲
る
も
の
で
あ
っ
て
．
構
時
に
貿
易
理
，

　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
・
　
　
　
　
’
　
　
　
　
輔
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳
ご
「

論
殊
に
比
較
生
産
費
論
の
護
展
形
態
と
結
び
・
付
く
。
所
謂
比
較
的
優
位
の
根
源
的
形
態
は
國
内
生
産
財
間
の
相
勤
債
格
の
低
廉
に
あ

秘
、
之
に
基
い
て
輸
萬
入
さ
れ
る
雪
遊
の
一
つ
一
つ
に
付
共
の
個
別
的
購
買
力
畢
便
が
存
す
る
筈
で
あ
抄
，
ゴ
楡
閏
入
が
行
は
れ
る
結
、

果
容
忍
物
便
の
攣
化
と
，
随
っ
て
相
封
領
格
の
國
際
的
近
接
運
動
を
生
竃
一
方
、
爲
替
相
場
悪
弊
の
赤
化
を
呼
び
起
し
て
、
之
等
　
・

総
て
が
合
致
の
方
向
へ
進
ま
う
ど
す
る
。
此
の
合
致
の
場
合
が
即
ち
落
々
の
財
貨
に
付
て
存
す
る
購
買
力
峯
債
の
相
互
一
致
、
及
び

之
嘉
て
の
物
橿
の
霧
に
よ
鮪
讐
力
蕎
、
即
峯
露
盤
翠
磐
の
合
致
の
場
合
で
あ
り
・
幣
叉
は
葵
0
超
過
纏

の
時
期
で
あ
り
，
即
ち
そ
れ
以
上
の
爲
替
相
場
の
憂
化
を
引
起
さ
な
い
欝
欝
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
，
而
か
竜
同
時
に
輸
出
額
は
楡
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
必
要
自
罷
の
溝
滅
の
時
期
で
あ
る
σ
で
あ
る
。
か
く
し
て
甲
子
概
念
の
極
限
形
態
が
題
詠
債
斎
燈
便
で
あ
る
。
同
時
に
又
政
策
σ

出
護
黙
も
之
製
に
あ
る
。
即
ち
貿
易
政
策
及
び
爲
替
政
策
の
根
本
的
範
式
は
次
の
如
く
に
慕
え
ら
れ
る
。
自
筆
に
と
っ
て
望
ま
し
き

「
輸
出
晶
の
相
封
償
格
は
相
手
國
に
於
け
る
そ
れ
よ
り
も
低
く
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。
慰
撫
に
と
っ
て
望
ま
し
饗
鍮
晶
晶
に
付
て

は
こ
の
逆
で
あ
る
。
か
く
し
て
國
内
相
封
便
格
に
封
サ
る
債
格
操
作
が
爲
馨
政
策
の
基
礎
的
形
態
で
あ
る
。
尤
も
相
手
國
の
債
格
操

作
と
の
關
聯
に
於
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
◎
均
衡
債
格
膿
系
の
確
立
は
其
の
第
圃
藩
手
で
あ
る
◎
而
か
も
貿
易
量
と
之
に
平
す
る

爾
國
の
物
債
と
の
閥
に
存
す
る
弾
力
性
の
値
が
爾
者
の
契
子
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
貿
易
晶
の
種
類
と
爲
舞
相
場
と
は
同
、

時
に
決
定
さ
る
べ
き
・
も
の
で
あ
る
と
α
前
蓮
の
命
題
は
即
ち
之
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
、

　
（
註
一
V
拙
稿
「
亭
債
の
極
隈
形
態
と
し
て
の
詳
審
償
絡
繰
験
し
高
瀬
墨
太
鄭
編
「
最
近
の
金
融
素
点
問
題
婦
所
悩
幽
昭
灘
†
四
八
十
二
月
）

　
．
（
註
二
）
　
｛
鑓
塁
¢
y
》
・
r
》
糾
慧
慧
霧
、
翰
・
拶
。
ぎ
凶
四
二
訂
づ
，
霞
餐
翻
。
£
○
ヨ
｝
♂
μ
逡
笥
隔
掛
℃
鷲
騨
三
碧
搾
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
．

四
　
國
内
纒
濟
均
衡
の
再
建
・
三

F

翻
っ
て
貿
易
再
開
を
び
か
へ
た
我
國
現
在
の
償
格
膿
系
の
様
相
は
加
何
。
闇
と
イ
レ
フ
レ
は
均
衡
贋
格
腿
系
の
存
立
を
根
本
的
に



拒
ん
で
居
る
。
こ
の
時
に
あ
っ
て
基
礎
的
不
均
衡
な
き
爲
替
相
場
が
例
へ
ば
百
鳳
で
あ
る
べ
き
か
否
か
を
論
定
せ
ん
と
熱
る
の
は
木

に
擦
り
魚
を
求
め
る
忽
等
し
い
。
懸
鼻
戦
後
の
償
格
膿
系
は
昨
二
十
一
年
二
月
の
五
百
圓
生
活
を
出
桜
煮
と
し
た
債
格
梅
坪
案
に
付

て
見
れ
ば
，
之
と
俘
っ
て
行
は
る
べ
き
筈
の
預
金
封
鎖
及
び
財
産
税
財
産
櫓
加
税
徴
牧
が
足
並
を
揃
え
て
行
は
れ
な
か
っ
た
爲
に
脆

ぐ
も
崩
明
し
き
其
前
年
秋
の
生
鮮
食
料
晶
の
統
制
配
給
解
除
に
端
を
潔
し
た
典
型
的
イ
ン
フ
レ
を
喰
止
め
得
す
．
闇
物
債
、
の
騰
貴
は
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（
謎
）

聞
も
な
く
猛
然
と
し
て
其
の
勢
を
盛
り
返
し
、
筆
者
の
行
っ
た
生
計
調
室
に
よ
れ
ば
，
部
分
的
な
一
例
で
あ
る
が
勤
勢
者
の
生
活
は

概
し
て
闇
六
分
公
定
四
分
の
割
合
に
進
み
、
パ
公
定
償
格
に
封
ず
る
信
鰯
…
は
全
く
地
を
挑
つ
た
。

　
（
註
）
　
長
尾
義
三
、
＊
村
重
義
歯
開
戦
筆
「
小
樽
市
に
於
け
る
勤
勢
者
あ
家
計
藩
校
㎏
（
冠
曾
経
濟
研
究
　
第
二
號
、
昭
胸
二
十
一
年
九
月
）

　
而
し
て
此
の
イ
ン
フ
レ
防
止
策
の
失
敗
は
蒙
味
な
る
薫
蒸
論
者
ゐ
螢
業
的
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
の
早
債
切
下
提
唱
叉
は
杞
憂
を
促

進
し
、
或
は
新
園
再
封
鎮
論
と
な
っ
て
疑
心
曙
鬼
を
撫
ぜ
し
め
換
物
思
想
を
鼓
舞
し
貯
蓄
心
を
鈍
ら
し
釜
幽
イ
ン
フ
レ
を
激
化
せ
し

遭
居
る
。
所
謂
欝
遇
す
る
患
ら
覆
る
非
璽
難
験
者
」
は
横
切
下
の
諜
を
智
熔
謙
り
の
流
行
語
宅
て
・

信
奉
し
、
選
暴
演
説
や
刊
行
物
を
通
じ
て
吹
聴
し
、
例
へ
ば
議
愈
に
於
て
某
縣
選
出
の
代
議
士
は
當
局
に
亭
債
切
下
め
意
志
無
き

や
、
禅
譲
切
下
以
外
に
イ
ン
フ
レ
阻
止
封
策
あ
り
ゃ
等
と
臆
面
も
な
く
貿
蔑
し
て
物
笑
ひ
の
種
に
な
つ
悔
が
、
之
等
維
濟
を
論
ず
る

資
格
無
き
者
が
厚
顔
に
も
自
ら
政
界
に
乗
り
出
し
て
｛
國
経
濟
を
云
々
す
る
事
は
誠
に
子
供
の
火
遊
び
と
も
云
ふ
べ
く
、
又
何
々
維

濟
研
究
所
等
と
聾
し
て
株
式
投
資
案
内
を
螢
業
と
す
る
巷
の
「
経
濟
學
者
」
　
（
石
橋
前
審
相
も
曾
て
金
解
禁
等
時
そ
の
一
ん
で
あ
っ
、

た
）
達
が
今
H
に
な
今
て
も
峯
債
切
下
で
誰
券
は
ど
う
な
る
等
と
云
ふ
標
認
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
販
費
の
一
枚
看
級
と
し
て
層
り
，

之
等
の
政
治
家
や
業
者
が
盲
捜
千
人
の
衆
愚
の
迷
信
を
釜
畿
輩
固
な
ら
し
め
て
換
物
遙
動
を
煽
靭
通
貨
安
定
貯
蓄
推
進
を
妨
害
し
イ

ン
フ
レ
を
不
可
避
な
ら
し
め
て
居
る
◎
嶽
計
ら
ん
や
彼
等
自
身
の
知
ら
ぬ
間
に
箏
債
、
切
下
は
部
分
的
に
は
既
に
最
近
行
は
れ
た
◎
。
即

藤
津
は
去
る
七
月
＋
七
縫
か
ら
金
の
買
あ
便
格
を
．
髭
千
七
圓
か
ら
七
＋
五
闘
に
引
土
げ
た
の
で
あ
る
。
叉
か
・
る
形
式
を
そ
な
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押

毛

曳



蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
西
『
葦

へ
な
い
實
質
的
の
幣
債
切
下
嫁
郵
駅
醤
軽
率
來
物
題
騰
貴
の
画
面
と
し
て
絶
え
ず
行
は
れ
て
來
た
課
で
あ
っ
て
．
掃
近
絃
釜
々
甚
だ

し
く
堕
刻
姦
切
下
げ
ら
れ
で
居
る
の
で
あ
惹
、
巷
闇
迷
信
せ
ら
れ
て
居
る
研
謂
畢
債
切
下
は
法
令
に
よ
夢
百
出
紙
箋
を
五
＋
圓
、

の
償
値
の
惣
と
・
通
用
せ
じ
事
様
な
方
法
を
夢
想
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
，
か
鳶
方
法
が
い
か
に
し
て
旨
ン
フ
爵
策
の
意

味
を
持
つ
か
と
反
勝
サ
れ
ば
元
よ
り
答
へ
得
る
筈
も
な
く
．
只
何
と
な
く
か
隔
る
方
法
が
経
濟
就
働
の
晶
齊
繋
理
ρ
効
果
り
あ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

の
ら
し
払
と
云
ふ
嫉
な
置
畳
を
抱
い
て
居
る
所
が
即
ち
迷
信
の
迷
信
た
る
所
以
で
あ
り
，
興
相
當
知
名
の
入
で
無
識
の
大
衆
伽
ら
は
維
、

濟
的
知
識
入
と
思
は
れ
て
居
る
事
々
が
費
名
の
慾
求
に
基
い
て
か
繋
る
迷
信
を
流
布
す
る
事
が
多
い
の
は
、
大
本
教
や
爾
宇
教
に
於

け
る
そ
れ
と
選
む
所
は
な
い
。
之
が
爲
に
最
近
の
議
會
に
於
て
も
小
坂
翠
黛
政
務
次
官
は
雷
圓
を
離
隔
に
す
る
と
云
っ
た
様
な
名
目

綴
値
め
切
下
は
全
《
無
意
味
で
あ
る
と
照
明
し
て
居
る
。
叉
切
下
と
封
鎖
と
の
混
同
も
昨
春
の
聴
器
切
替
の
際
に
臨
多
く
見
ら
れ
た
．

庭
で
あ
っ
て
酒
近
時
も
新
圓
諜
税
叉
は
新
興
再
封
鎖
と
混
同
さ
れ
て
居
る
が
、
新
側
再
封
鎖
ぽ
技
術
的
に
億
不
可
能
で
ぱ
な
い
け
れ

ど
も
，
換
物
還
動
を
起
し
て
却
っ
て
其
、
の
目
的
に
反
す
る
事
は
必
定
で
あ
る
か
ら
、
新
圓
登
録
は
之
と
同
時
に
物
資
登
録
及
び
財
産

一
般
綜
合
課
貌
を
彊
行
せ
ぬ
限
ゆ
は
探
参
得
な
い
厨
で
あ
る
。
要
す
る
に
今
擁
金
融
面
の
み
か
ら
債
格
操
作
を
行
は
う
と
す
る
事

は
，
喀
血
を
止
め
ん
が
爲
に
肺
の
治
療
を
行
は
す
し
て
蔦
に
蓋
を
す
る
の
と
等
し
い
あ
や
ま
夢
を
犯
す
も
の
で
あ
る
事
は
昨
春
の
預

金
封
鎖
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
素
論
警
語
系
の
整
備
は
財
の
統
制
蒋
確
立
よ
り
他
に
道
は
な
い
の
で
あ
る
。
領
格
膿
系
靱
整

備
に
於
け
る
端
緒
を
賃
銀
に
お
く
べ
き
か
米
僚
に
お
く
べ
き
か
は
問
題
の
あ
る
虞
で
あ
る
が
、
主
食
は
諸
橿
格
鍵
動
の
累
積
の
原
因

と
し
て
其
の
就
會
心
理
的
作
用
が
謡
講
の
無
慮
格
叉
は
賃
銀
に
比
し
特
に
潜
力
且
藩
儒
で
あ
る
事
を
既
の
際
特
に
重
覗
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆
．
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・
無
難
供
出
渥
滞
の
理
由
と
し
て
主
張
せ
ら
れ
る
竜
の
は
、
肥
料
農
機
具
或
は
衣
料
等
の
配
給
不
充
分
及
闇
償
還
の
摩
滅
直
濡
は
物
々
交
換
に
備
…
へ
る
爲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

主
食
横
流
し
の
必
要
と
、
供
懲
割
欝
方
法
の
不
嘗
と
で
あ
る
事
は
一
際
年
も
昨
年
竜
本
年
竜
一
向
に
篭
り
は
な
い
◎
筆
者
は
圃
実
年
秋
北
海
道
騰
め
委
鶴

に
よ
り
道
内
各
支
藩
管
下
の
農
村
を
巡
萱
し
た
際
、
主
食
と
其
生
塵
用
器
材
と
の
閥
，
の
隔
流
れ
の
懇
循
環
を
打
熱
す
る
唯
　
の
現
端
的
な
方
法
は
、
、
’
三
野
糊

署



の
再
確
立
強
化
と
償
絡
累
逡
制
度
と
の
併
用
以
外
に
は
な
い
事
を
主
張
し
其
の
輿
論
化
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
が
へ
本
年
に
璽
り
初
め
て
其
の
方
向
へ
⑳

第
一
歩
が
政
策
に
實
現
さ
れ
た
事
は
不
充
分
乍
ら
尚
一
つ
の
好
材
料
た
る
事
を
失
は
な
い
。
即
も
第
野
農
相
の
主
張
に
よ
り
本
年
度
激
論
馬
鈴
薯
の
供
鐵

百
％
を
越
え
た
農
家
が
更
に
超
過
供
綴
す
る
土
合
は
三
、
四
倍
の
濃
墨
を
支
梯
ひ
、
之
に
よ
り
二
十
％
、
来
換
算
百
二
十
萬
石
の
供
出
を
確
保
し
、
其
の

報
奨
金
約
鰹
十
億
國
の
中
、
†
億
鰻
を
逗
加
濠
算
よ
り
絵
疑
し
三
十
億
圓
を
溝
費
漕
に
資
撫
せ
し
め
，
更
に
本
年
度
新
豪
に
も
此
の
方
式
を
滅
回
す
る
◎

又
供
撫
量
決
定
に
付
て
も
、
生
産
計
欝
は
農
家
の
願
主
的
計
叢
に
斜
地
薦
積
咳
勢
力
其
の
他
を
勘
案
し
て
定
め
、
一
夕
の
割
當
を
受
け
た
農
家
は
窟
騰
に

費
任
を
持
つ
事
と
し
、
灘
料
其
の
他
の
配
給
は
作
付
賢
行
薄
顧
に
鷹
じ
て
攣
吏
す
る
。
劉
當
供
撫
量
以
上
の
超
過
分
費
却
は
政
府
の
み
を
相
手
方
乏
せ
し

め
、
前
蓮
の
早
縄
報
奨
金
、
其
の
他
報
奨
物
資
の
特
溺
取
扱
を
す
る
等
の
要
綱
を
確
立
し
た
。
倶
し
超
懲
供
等
量
と
報
奨
儂
絡
と
の
欄
の
函
籔
關
係
は
今

後
の
賓
謹
に
ま
だ
ね
ば
な
ら
ず
、
相
當
高
度
の
累
携
が
必
要
で
な
い
か
と
患
は
れ
る
。
叉
趨
過
供
揖
は
次
卑
度
供
出
割
嘗
に
不
利
を
讃
ね
く
と
云
ふ
恐
れ

を
農
家
に
輿
へ
て
居
る
か
ら
、
必
ず
割
當
制
度
の
改
斑
を
俘
は
ね
ば
資
行
不
能
に
陥
る
。
寒
露
完
了
後
の
虜
由
学
費
聯
繋
は
闇
か
叉
は
不
公
事
の
餓
地
を

毒
す
．
の
み
で
一
顧
の
債
誼
も
な
い
資
惜
み
論
に
懸
ざ
ぬ
。
叉
漕
費
者
側
に
付
て
も
、
溝
費
者
選
搬
器
食
代
特
受
醗
に
、
罐
詰
、
酒
、
賞
瞭
料
等
が
賢
施
さ

れ
て
讐
が
・
之
も
や
ぼ
り
舞
姦
器
よ
り
提
磐
毒
灘
交
換
制
の
薇
に
磐
ら
縣
が
等
の
交
換
代
欝
妻
の
蕪
溺
の
閥
叉
は
主

食
以
外
と
の
問
の
代
替
駅
戸
の
際
の
綱
増
儂
絡
差
に
よ
夢
蔚
記
の
累
進
債
格
供
鵬
制
に
よ
る
浩
…
費
者
資
辮
財
源
の
一
翻
を
賄
は
し
め
得
る
も
の
で
あ
る
。

凡
て
之
等
の
累
年
及
び
事
態
代
替
に
よ
る
麿
機
的
供
鶏
醗
給
償
整
政
策
は
帰
郷
瞬
的
無
協
力
的
な
爆
撃
統
翻
方
式
の
弊
を
輔
翼
す
る
に
諸
藩
塔
溝
費
奢
の
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲

主
的
撰
練
塀
臨
の
介
入
を
以
て
す
る
も
の
で
あ
り
、
之
に
よ
る
流
通
が
公
的
機
…
闘
を
経
て
合
法
蔽
公
開
的
に
行
は
れ
る
隊
は
．
貞
由
終
濟
の
長
を
取
入
れ

る
と
共
に
其
の
短
を
防
ぐ
も
・
の
で
あ
る
◎
慮
由
を
し
て
闇
の
霞
由
た
ら
し
め
ず
溺
肉
強
食
の
経
濟
暴
力
の
揚
た
ら
し
め
ず
、
儂
値
朔
麟
の
霞
由
に
よ
る
生

濠
意
慾
の
零
逡
及
び
蓬
慮
の
能
率
化
の
理
想
を
實
現
せ
し
め
ん
と
・
す
る
組
織
化
さ
れ
た
縄
濟
繕
事
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
熱
し
て
庇
の
欝
欄
を
し
て

其
の
使
命
を
完
為
せ
し
め
ん
が
爲
に
は
生
塵
掌
握
及
び
配
給
の
資
任
制
度
と
其
の
秩
序
の
維
持
と
嚢
ふ
裏
付
が
必
要
で
あ
る
◎
他
面
統
制
の
衝
に
當
り
薩

接
畏
衆
に
鍵
越
す
る
第
一
線
公
．
務
員
の
事
彙
絢
地
位
に
墓
ぐ
腐
敗
及
び
慮
慢
の
鹸
鋤
な
か
ら
し
む
べ
き
組
織
が
必
要
で
あ
り
、
官
公
糞
め
待
遇
改
善
婆
求

に
理
解
あ
る
疑
飛
で
は
あ
っ
て
も
交
遽
、
郵
便
、
電
話
、
配
給
等
に
於
け
る
民
衆
に
講
ず
る
不
底
意
、
或
は
叉
主
食
の
持
込
酬
給
と
か
衣
料
の
店
頭
紬
銭

と
、
か
畏
衆
の
至
情
に
無
知
に
し
て
薮
風
害
百
墨
の
勧
度
に
改
善
を
加
へ
標
と
す
る
丈
の
識
意
を
持
合
し
て
贋
な
い
怠
慢
等
に
曝
し
て
抱
い
て
居
る
怒
り
と

不
信
頼
と
は
統
欄
に
心
す
る
最
大
の
覧
障
害
を
な
し
て
居
る
事
を
知
る
べ
き
で
あ
る
◎
砂
塵
揚
放
棄
の
理
樹
が
食
糧
砂
塵
の
爲
3
な
ら
ま
だ
し
竜
野
球
其
他
の

行
事
の
爲
等
と
云
ふ
、
敗
戦
後
の
賓
相
に
賀
す
る
一
種
の
無
認
識
驚
喜
に
あ
る
時
、
行
政
膿
嬢
委
員
鮮
度
の
擬
大
完
備
ぷ
統
制
強
化
の
噂
代
に
最
も
喫
漿

の
急
務
で
あ
る
。
以
上
一
聯
の
國
内
纏
濟
膿
鋼
整
備
に
よ
っ
て
強
め
て
混
齪
せ
る
為
事
秩
序
を
立
直
し
均
衡
償
絡
盤
系
が
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
舎
哩
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二
六

的
な
る
貿
易
機
構
と
基
礎
的
均
衡
に
立
脚
す
る
爲
替
の
亭
慣
は
之
に
俘
っ
て
の
み
成
立
す
る
の
で
あ
る
◎

　
（
註
）
　
拙
稿
「
計
鑑
均
衡
の
三
三
的
過
程
」
（
北
方
経
濟
研
究
　
第
二
號
、
昭
瀦
二
十
年
勇
断
）

　
　
　
　
　
　
翼
　
今
後
の
見
透
し
　
　
　
，
，

導

㌧

　
　
永
井
貿
易
臆
長
官
に
随
へ
ば
，
こ
三
年
後
の
入
昌
八
千
五
百
萬
と
す
れ
ば
第
均
三
千
五
百
萬
石
の
食
糧
輸
入
を
要
し
、
三
億
五
干
．

萬
弗
の
支
梯
を
見
る
べ
ぐ
、
他
面
楡
嵐
に
は
h
生
糸
は
最
低
十
萬
俵
と
見
て
一
壷
五
千
沸
と
す
れ
ば
五
億
弗
に
上
る
つ
紡
績
は
來
年
三

　
に
は
三
百
五
＋
萬
錘
と
な
る
べ
く
一
壷
二
百
弗
の
綿
花
を
約
百
五
十
萬
俵
詰
費
し
國
内
向
を
除
い
て
輸
翻
す
れ
ば
一
包
約
四
百
弗
と

　
し
て
三
億
弗
と
な
る
。
入
絹
は
十
五
萬
噸
で
約
三
億
弗
素
な
り
羊
毛
一
億
弗
が
見
込
ま
れ
る
ま
云
ふ
。
こ
の
爲
の
鍮
出
振
興
策
と
し

　
て
は
近
く
獲
表
さ
れ
る
べ
ぎ
貿
易
白
書
に
示
さ
れ
る
通
り
加
工
貿
易
方
式
を
徹
底
し
貿
易
臆
の
指
定
工
場
を
定
め
，
物
債
臆
に
は
輸

　
出
物
晶
便
格
審
査
委
員
會
を
設
け
商
嬉
戯
査
機
關
を
完
備
し
，
輸
出
晶
工
…
場
の
蓮
縣
資
金
は
貿
易
ス
タ
ン
プ
手
形
を
用
ぴ
設
備
資
金

　
は
貿
易
籔
の
裏
書
に
よ
り
復
興
金
融
金
庫
等
か
ら
借
入
れ
し
め
る
。
而
し
て
爲
替
相
場
に
付
て
は
永
井
長
官
の
見
解
は
個
々
の
商
晶

　
に
付
て
見
れ
ば
綿
糸
に
於
て
は
最
近
一
斗
封
四
十
六
圓
で
あ
り
新
債
権
曜
系
で
は
一
叢
謝
八
十
六
圓
と
な
る
。
茶
で
は
回
弗
三
十
圓

鐸
雑
貨
第
百
圓
乃
至
百
五
志
程
度
と
思
は
れ
る
。
里
の
爲
替
相
場
と
す
れ
ば
商
・
膿
の
種
類
に
よ
づ
て
は
差
を
集
る
が
．
之
は

債
葉
補
給
金
で
埋
悪
態
で
あ
ら
ケ
芸
無
即
ち
尊
意
替
相
場
を
今
す
ぐ
決
定
す
る
事
の
無
理
な
事
が
明
か
に
さ
れ
て
居

　
る
心
即
ち
拙
速
策
よ
夢
秀
始
め
は
グ
ル
ー
プ
別
相
…
場
を
－
と
り
最
後
に
重
唱
相
場
を
と
番
べ
き
で
あ
る
◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
誌
に
於
て
考

慮
さ
れ
て
居
る
卸
本
物
便
個
々
の
商
晶
三
景
金
定
格
賃
銀
等
よ
り
亭
均
的
に
考
へ
て
爲
替
相
場
を
百
四
十
譲
受
當
と
推
測
す
る
案
は
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極
め
て
暫
定
的
便
宜
的
な
意
昧
し
か
持
ち
得
ぬ
事
が
相
封
債
格
早
債
の
理
論
か
ら
見
て
明
か
で
あ
る
。
種
粛
の
相
場
を
軍
に
計
算
的

　
に
加
重
亭
均
す
る
と
い
ふ
の
で
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
別
相
場
で
　
磨
實
勢
を
見
定
め
た
後
愈
々
軍
一
レ
ー
レ
を
と
る

　
と
い
ふ
場
合
望
ま
し
き
商
品
の
輸
出
又
は
輸
入
が
困
難
な
際
は
今
蓮
べ
た
償
格
弟
補
給
金
に
よ
る
事
も
考
へ
膨
れ
る
が
制
こ
の
際
合

、



せ
て
考
慮
す
べ
き
は
本
年
秋
よ
り
實
現
す
る
豫
定
の
國
際
貿
易
憲
章
で
あ
る
麹
即
ち
國
際
聯
合
の
機
構
め
一
つ
ど
し
て
本
年
四
月
ジ
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ユ
ネ
ー
ヴ
に
國
際
聯
合
貿
易
雇
傭
會
議
準
備
委
員
會
が
開
か
れ
野
際
聯
合
貿
易
機
構
憲
章
試
案
が
討
議
さ
れ
、
本
年
平
米
洲
で
開
催

ざ
れ
る
雇
傭
會
議
で
成
立
す
愚
と
期
待
さ
れ
る
こ
の
憲
章
の
第
四
章
D
第
二
新
五
條
の
補
習
補
助
金
の
腰
止
の
精
紳
に
随
ふ
時
に
は

償
格
差
補
給
金
制
度
に
ど
れ
程
依
頼
し
得
る
か
が
問
題
と
な
る
。
共
よ
り
も
望
ま
し
き
輸
出
晶
の
初
出
振
興
策
は
共
の
相
封
償
格
の

，
低
廉
を
計
る
事
が
最
も
根
本
的
で
あ
げ
・
，
其
の
爲
に
は
共
の
原
料
資
材
共
の
他
の
供
給
の
豊
富
を
計
る
べ
く
，
内
需
重
藤
の
ル
ー
ト
・

　
へ
の
横
流
れ
を
防
ぐ
爲
の
配
給
統
捌
が
確
立
さ
廓
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
　
　
内
．

　
（
註
）
　
「
縫
・
米
爲
棘
纏
相
燃
珊
の
漉
恥
測
…
」
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　
　
三
十
五
雀
十
七
號
｝
、
温
昭
勲
ご
…
†
二
八
ふ
円
月
区
画
聚
）

　
然
ら
ば
如
何
な
る
商
贔
の
輸
出
が
望
ま
し
い
か
。
戦
前
の
繰
出
の
大
宗
生
糸
は
戦
争
に
よ
妙
自
ら
進
ん
で
市
場
を
放
棄
し
た
形
に

な
っ
て
居
る
。
職
後
再
び
輸
出
さ
れ
始
め
た
騰
戦
前
之
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
で
殊
に
本
年
に
入
っ
て
事
實
上
意
翫
の
様
な
形
で

あ
る
。
即
ち
本
年
一
月
始
め
か
ら
四
月
中
旬
迄
に
楡
翫
さ
れ
た
生
糸
は
全
部
で
僅
か
に
二
千
数
百
俵
に
嗣
ぎ
す
併
も
其
の
中
ア
メ
リ

男
に
翻
す
る
分
は
只
の
三
十
俵
が
積
み
出
さ
れ
た
た
止
ま
る
。
米
墨
商
事
會
就
の
五
帝
九
臼
付
獲
表
に
よ
れ
獄
同
就
が
昨
年
七
月
溺

本
生
糸
の
費
り
出
し
を
初
め
て
以
來
本
年
五
月
九
縫
ま
で
約
十
ケ
月
間
に
萱
却
し
た
数
量
ぼ
二
萬
入
千
四
百
俵
金
額
二
千
七
百
七
十

七
萬
…
千
三
百
八
・
十
五
弗
に
過
ぎ
な
い
。
斯
の
如
く
生
糸
萱
行
が
不
振
と
な
っ
た
原
因
は
第
輔
に
は
ナ
イ
獄
ン
の
進
出
で
あ
っ
て
，

現
在
ア
メ
リ
カ
0
靴
下
部
門
に
入
っ
て
居
る
生
糸
は
戦
前
量
の
五
乃
至
七
％
で
あ
り
、
今
後
靴
下
部
門
で
の
逸
聞
生
糸
浩
費
量
は
同

蔀
門
で
使
響
れ
塾
繊
鱗
量
の
」
割
乃
至
割
五
分
以
下
と
な
ら
う
と
豫
論
れ
て
磐
。

　
斯
の
如
く
し
て
生
糸
に
の
み
安
佳
す
る
事
を
許
さ
れ
ざ
る
に
至
っ
た
我
國
輸
出
の
瓦
庇
は
他
の
繊
維
に
期
待
L
得
る
か
と
云
ふ

に
、
原
綿
を
輸
入
し
加
工
し
て
綿
糸
叉
は
綿
布
と
し
て
輩
出
す
る
事
は
、
室
氣
の
漁
度
及
び
混
綿
其
の
他
の
紡
績
技
術
0
黙
に
於
て

他
國
の
追
儀
を
許
さ
ぬ
利
黙
を
持
つ
た
我
國
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
於
て
は
こ
の
紡
績
も
他
の
原
因
に
よ
り
操
短
を
除
儀
な
く
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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二
八
「

て
居
る
猷
態
で
あ
る
。
即
ち
七
月
十
日
の
紡
績
同
業
會
委
員
會
の
決
定
に
詣
れ
ば
．
次
期
原
綿
輸
入
の
見
透
し
が
っ
か
な
い
の
で
七

月
乃
至
九
月
の
生
産
計
叢
を
七
月
乃
至
十
月
に
延
ば
し
一
萬
五
千
俵
の
手
持
エ
ヂ
プ
争
綿
の
申
六
千
俵
を
こ
の
計
叢
に
織
盛
込
み
、

こ
の
爲
七
一
九
月
の
操
短
牽
を
一
割
損
大
し
て
四
割
六
分
と
す
る
ゆ
か
ム
る
記
入
不
足
の
原
因
は
鍮
禺
の
不
振
に
あ
り
，
其
の
不
振

の
原
鞭
更
に
嚢
総
灘
そ
の
驚
拳
生
娘
不
謬
あ
る
去
ふ
・
斯
の
如
く
し
て
力
轟
轟
維
方
悪
留
て
あ
奮
多

く
の
期
待
を
か
け
る
事
が
許
さ
れ
な
い
現
歌
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
の
金
輪
に
活
路
を
求
む
べ
き
か
。
汐
即
ち
多
角
経
螢
附
輸
出
あ
る

の
み
・
で
あ
る
。
我
が
國
特
有
の
自
然
や
國
民
の
字
能
が
結
勧
慮
り
物
に
な
る
わ
け
で
あ
っ
て
函
繊
維
の
み
な
ら
す
加
工
食
晶
臨
藥

晶
，
雑
貨
か
ら
美
術
工
藝
晶
に
至
る
ま
で
．
・
凡
ザ
、
湘
封
債
格
低
廉
な
る
凌
ぎ
生
産
要
因
の
結
合
に
よ
る
も
の
に
カ
を
注
ぐ
べ
く
，
將

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
き

來
は
海
運
，
遠
洋
漁
業
，
保
検
等
張
國
と
し
て
の
。
特
長
に
期
待
が
か
け
ら
れ
る
。
陰
欝
光
贅
源
も
世
界
に
比
類
な
嚢
美
レ
い
闘
土
の

富
で
あ
る
の
み
な
ら
す
，
旧
く
人
類
一
般
に
愚
澤
を
分
つ
べ
き
寳
で
あ
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫

，
，
　
，
穴
再
開
貿
易
の
指
針
舞
　
　
　
　
　
、
　
㍉
　
　
　
コ

以
上
．
－
再
躍
貿
易
の
指
針
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
を
論
じ
て
き
た
が
，
此
を
列
學
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
ら
う
。

　
一
．
三
内
便
格
秩
序
の
再
建
が
前
提
で
あ
る
纂
。

　
二
も
管
理
貿
易
，
加
工
貿
易
．
多
角
経
螢
的
貿
易
が
‡
心
と
な
る
事
○
ゴ
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ゆ

・
三
，
望
ま
し
き
輸
出
晶
に
封
し
℃
は
原
料
資
材
等
の
配
給
を
確
保
影
て
相
蔓
擬
、
格
の
低
廉
を
計
る
事
。

　
四
．
相
手
國
の
相
封
債
格
を
研
究
す
る
事
、

　
五
，
基
礎
的
均
衡
に
合
致
し
た
爲
替
相
場
以
外
は
凡
て
過
渡
的
σ
換
算
率
の
意
味
し
か
持
た
な
い
事
，
即
ち
早
急
な
軍
一
爲
巷
相
場

　
　
、
決
定
論
め
鋏
黙
◎
．
　
　
　
F
　
一
　
．
　
　
　
　
　
㌦
一
二
『
八
、
コ
ー
・
・


